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夏～秋のウンシュウミカンの水分管理は品質と収量を左右しますが、園地の状況を正しく把握し
たうえで適正に管理するには、長年の経験が求められます。そこで、2008～2010年にかけて大阪府
立大学等と共同研究を行い、有田川流域の代表的な園地における適正な土壌水分域を明らかにしま
した。そして、その成果をもとにして平成23年8月2日（火）より「灌水情報」をホームページに公
開し、立地条件別に灌水のタイミングや灌水量の目安となる情報を提供しました。本欄ではその概
要を紹介します。

本サイトの概要説明、基準となる品種や栽培法
基準園の立地・概要について

基準園ごとの土壌水分の現況値と消費水分予測、望ましい灌水のタイミ
ングと1回当たりの灌水量
灌水情報のしくみについて解説

土壌物理性、細根の分布状況 など
時期ごとの適正水分範囲、1回当たりの灌水量
過去2年間の果実品質・肥大推移 など

高品質、連年安定生産につながる水分管理のポイントについて
樹の乾燥状態を表す「葉の水ポテンシャル」についての解説 など

「宮川早生 「興津早生」といった早生品種を対象に、樹勢・着果量ともに標準的で通常の間引」
き摘果を行い、スプリンクラーまたはドリップにより灌水をおこなう園地を想定しています。
また、基準園は下記のとおりであり、閲覧される生産者の方には、条件の近い基準園の情報を参

考にしていただく仕組みです。

A園 Ｉ園 Ｎ園 

位置 有田市 有田川町 有田川町 

地形 標高の低い
傾斜地階段園

標高の高い
傾斜地階段園

平坦地
水田転換園

土壌の
種類

古生代
堆積岩

古生代
結晶片岩

有田川沖積層
灰色低地土

品種 興津早生 宮川早生 宮川早生
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直接閲覧する場合：http://www.mikan.gr.jp/ftes/kansuiweb4/top_page.html
果樹試験場HPから：http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070109/gaiyou/002/002.htm
有田みかんデータベースから：http://www.mikan.gr.jp/

複数年にわたり現地の果実を調査し、
糖度12度以上、クエン酸1.0％以下のＭ
級果実を安定生産できる生育モデルを
作成しました。
果実の肥大・成熟期は、大まかに３つ
のステージに類別できました。
各期毎に、水分ストレス（葉の水ポテ

） 。ンシャル：LWP の適域を解明しました

TDRセンサーで基準園土壌の体積含水率を
モニタリングし、上記のＬＷＰの適域に
対応した「土壌体積含水率の適域」を明
らかにしました（下図は一例 。）

気温･降水･日射･湿度といった気象要因の
経過をもとに、園地全体から1日に蒸発す
る可能性がある水分の量（＝可能蒸発散
量）を、Penman法に基づいて予測するソ
フトを大阪府立大学が開発しました。
①可能蒸発散量（ｿﾌﾄ計算）②実際の消費
水分量（TDR実測）③土壌体積含水率の現
況値（TDR実測）の3者の間には、一定の
関係があることを確認しました。
これにより、気象経過と現土壌体積含水
率をもとに、連続晴天という想定での水

。分消費パターン予測が可能になりました

体積含水率の下限に到達するであろう日を 次「
の灌水日」として提示しました。
上限値に復活させるために必要な水量を 「１、
回当たりの灌水量」として提示しました。
晴天が続くと仮定し、再び下限に到達（再灌
水が必要）するまでの日数を「間断日数」と
して提示しました。
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研究の成果

ヤノネカイガラムシ幼虫の発生初発日の予測について

果樹試験場　副主査研究員　貴 志 　 学



モモのカイガラムシ類の発生状況について 
かき・もも研究所 副主査研究員 安井 洋子 

 
 最近、カイガラムシ類の多発しているモモ園が増えています（図１）。モモに寄生するカ
イガラムシには主にウメシロカイガラムシとクワシロカイガラムシ（図２）がありますが、
肉眼では見分けることができません。どちらも枝に寄生して樹勢を低下させるほか、果実に
も寄生します。ここでは、県内モモ産地でのカイガラムシ類の発生状況について調べました
ので、紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
県内のモモ園では、クワシロカイガラムシの発生園と

ウメシロカイガラムシの発生園の割合がほぼ同じでし
た。また、両方が混発している園もありました（図３）。 
 
 
 
 
 

両種の１齢幼虫の発生消長を調べたとこ
ろ、第二世代のピークでクワシロカイガラ
ムシの方が 15 日ほど遅いことがわかりま
した（図４）。 
 
 
 

 
 県内のモモ産地ではクワシロカイガラムシとウメシロカイガラムシの 2 種がほぼ
同じ割合で発生しており、両種は発生時期が異なることがわかりました。今後は 2種
のカイガラムシ類に効果の高い防除手法について検討を行っていく予定です。 

研究の成果

モモのカイガラムシ類の発生状況について

かき・もも研究所　副主査研究員　安 井 洋 子
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研究の成果

ウメ 「露茜」の紅色着色を高める光環境と着果制限
うめ研究所　主任研究員　竹 中 正 好



右から、望月有田市長、早和果樹園 秋竹社長、
富士通 岡田本部長、果樹試験場 宮本部長 

ミカン栽培で ICT 活用へ実証実験開始 
 美味しいミカンを低コストで安定して生産
するために、早和果樹園、富士通、果樹試験
場 、 有 田 市 が ICT （ Information and 
Communication Technology）を活用した実証
実験を開始しました。 
 早和果樹園の約 5000 本の樹１本ごとに ID
ナンバーを付し、生産状況をチェックすると
ともに、園内 5 カ所に設置したセンサーで気
象や土壌水分を計測し、収集したデータは富
士通のサーバに蓄積します。また、職員がス
マートフォンを持ち樹の状態や病害虫の発生、栽培管理作業の実績などを記録、情報共有
できるようにしています。果樹試験場は収集したデータの解析や活用法、既往知見を体系
化したナレッジシステムの構築を支援しています。 
 近年ミカン産地では、過去の知見や技術を継承し伝達する人手が不足しており、このよ
うな ICT の活用は有効な支援ツールになるとともに、Iターンなどで新たに農業を始める
新規就農者にとっては技術習得に要する期間を短縮できるなどの効果が期待されていま
す。 
 

地元の園児と「ふれあい体験」 
 かき・もも研究所では、次世代を担う地元の子供たちに職員とのふれあいを楽しみながら
カキを一層好きになってもらうため、10月 26日、28日、11月 2日の 3日間にわたって旧粉
河町の 3保育所、1幼稚園の年長園児と「ふれあい体験」をおこないました。 
 園児たちは初めて見るいろいろなカキに「このカキはものすごく大っきいよぉ」「こっちの
は三角に尖ってる」「これ、むっちゃ小さい～」などと歓声を上げ、目を輝かせていました。 
 カキの試食では、‘太秋’と‘平核無’を「おいしいなぁ」と夢中でほおばる子、ざるに盛
ったいろんな品種を「これ、食べたい～、むいて～」と持ってくる子など様々で、はじめは
カキが苦手だと言っていた子も「ここのカキ、おいしいわぁ」と言ってくれたときは、「カキ
好きが増えてよかった」と職員一同とても嬉しく思いました。 

トピックス

ミカン栽培でICT活用へ実証実験開始

地元の園児と 「ふれあい体験」



ウメ新品種「露茜」の産地化に向けて接ぎ木講習会を実施 
 平成 23年 10月 24日にみなべ町清川地区で
過疎集落支援総合対策事業の一環として「露
茜」の産地化に向けた接ぎ木講習会が開催さ
れ、うめ研究所研究員が講師を務め、地域の
生産者約 20名が接ぎ木実習を行いました。 
 清川出荷会では、今後 3年間で 100 戸を目
標に取り組み農家を増やすことを目指して
おり、うめ研究所では今後とも接ぎ木後の新
梢管理や生産安定対策、また収穫後果実の紅色色素を高める追熟技術の現地試験に取り組
み、早期の産地化が図れるよう支援することとしています。 
 
 
研修生募集 
果樹試験場研修生を募集しています。研修は次のように区分しています。 

区   分 募 集 資 格 研 修 目 的 研 修 場 所 
     長期:1か年 
一般 中期:6か月 
    短期:3か月 

高等学校卒業（見込
み）の者 

近代的な果樹経営を志す者に対
して必要な技術と知識の習得 

    長期:1か年 
専門 中期:6か月 
    短期:3か月 

大学、短大、各種学
校卒業（見込み)の
者 

果樹に関する栽培、病害虫、土
壌肥料、施設営農等のなかで必
要な技術と知識の習得 

    長期:1か年 
委託 中期:6か月 
    短期:3か月 
 

大学等教育機関、農
業関係機関等から
委託された者 
 

左記機関が希望する果樹関係専
門技術の習得 
 

果樹試験場 
 (有田川町奥  
   751-1) 
 
かき・もも研究所 
（紀の川市粉河 
     3336） 
 
うめ研究所 
（みなべ町東本庄 
    1416-7） 

申込み方法等の詳しいことは各場所の研修生係にお問い合わせください。 
果樹試験場 （TEL：０７３７－５２－４３２０） 
果樹試験場かき・もも研究所 （TEL：０７３６－７３－２２７４） 
果樹試験場うめ研究所 （TEL：０７３９－７４－３７８０） 
 
 編集・発行 和歌山県農林水産総合技術センター果樹試験場 
       〒643-0022 和歌山県有田郡有田川町奥 751-1 
    TEL：0737-52-4320 FAX：0737-53-2037 
ホームページ：http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070109/gaiyou/002/002.htm 
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